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産
業
建
設 

常
任
委
員
会

●
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

指
定
に
つ
い
て

（
俚
楽
の
郷
伝
承
体
験
館
）

　

平
成
26
年
３
月
31
日
を
も
っ
て
、
前

指
定
管
理
者
で
あ
る
道
の
駅
原
尻
の
滝

の
指
定
管
理
期
間
が
終
了
し
、
新
た
に

公
募
を
行
い
、
候
補
者
と
し
て
奥
豊
後

応
援
団
を
選
定
す
る
も
の
で
す
。

問　
工
房
に
つ
い
て
、
地
元
の
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
が
利
用
し
て
い
る
が
、

引
き
続
き
利
用
は
可
能
か
。

答　
陶
芸
館
、
体
験
館
等
に
つ
い
て
は

基
本
的
に
条
例
に
基
づ
い
た
形
で
市
民

は
利
用
で
き
る
。

問　
新
し
い
指
定
管
理
者
が
管
理
を
行

う
に
当
た
り
必
要
な
施
設
、
設
備
な
ど

の
整
備
に
つ
い
て
、
項
目
・
機
器
ご
と

に
リ
ス
ト
化
を
行
い
、
前
管
理
者
が
負

担
す
る
も
の
、
市
が
負
担
す
る
も
の
を

明
確
に
し
て
整
備
を
進
め
て
い
く
べ
き

で
は
。

答　
伝
承
館
に
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
、
ス

ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
、
音
響
関
係
の
機
器
等

６月定例会（委員会審査報告、人事案件）

委
員
会
審
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総
務 

常
任
委
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会

厚
生
文
教 

常
任
委
員
会

●
財
産
の
無
償
譲
渡

　
（
旧
朝
地
小
学
校
体
育
館
等
）

　

平
成
16
年
４
月
に
朝
地
小
学
校
の
校

舎
が
新
築
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
旧
朝
地

小
学
校
の
跡
施
設
で
す
。
地
域
活
性
化

等
を
目
的
と
し
た
豊
後
の
大
地
（
現
時

点
で
は
任
意
団
体
）
か
ら
活
動
拠
点
と

し
て
利
用
し
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、

無
償
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

問　
体
育
館
の
耐
震
性
は
。

答　
昭
和
56
年
以
前
の
建
物
の
た
め

現
在
の
建
築
基
準
法
に
よ
る
耐
震
力
は

判
断
さ
れ
て
い
な
い
。
譲
渡
を
希
望
す

る
団
体
に
は
そ
の
点
も
含
め
て
了
解
の

上
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
。

問　
修
繕
す
る
部
分
が
あ
る
の
か
。

答　
市
か
ら
の
修
繕
等
は
行
わ
な
い
。

最
善
の
管
理
を
す
る
中
で
活
動
し
、
解

体
も
含
め
て
自
己
責
任
と
い
う
こ
と
で

理
解
し
て
い
た
だ
く
つ
も
り
で
あ
る
。

●
少
人
数
学
級
の
推
進
な
ど
の
定
数
改

　

善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
２

　

分
の
１
復
元
及
び
制
度
の
拡
充
を
図

　

る
た
め
の
、
２
０
１
５
年
度
政
府
予

　

算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
要
請
に
つ

　

い
て

　

以
下
、
賛
成
と
反
対
の
討
論
で
す
。

反
対　

国
は
三
位
一
体
改
革
を
推
進

し
、
財
政
改
革
の
最
中
で
あ
る
。
３
分

の
１
の
減
額
分
の
補
填
と
し
て
税
額
を

移
譲
し
、
普
通
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て

い
る
。
や
は
り
財
政
改
革
が
一
番
大
事

で
は
な
か
ろ
う
か
。

賛
成　

自
治
体
に
よ
っ
て
差
が
で
る
懸

念
が
あ
る
の
で
、
や
は
り
教
育
費
は
、

国
が
負
担
し
、
等
し
く
、
皆
が
教
育
を

受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
は

な
い
か
と
思
う
。

反
対　

国
が
な
ぜ
減
額
し
た
の
か
。
そ

こ
を
考
え
る
と
や
は
り
小
さ
な
政
府
を

目
指
す
こ
と
が
根
本
に
あ
る
と
考
え

る
。
小
さ
な
政
府
を
目
指
す
か
ら
、
地

方
に
権
限
や
財
源
も
移
譲
す
る
と
。
こ

の
方
向
性
自
体
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

●
安
倍
内
閣
が
進
め
る

　

集
団
的
自
衛
権
容
認
に
反
対
す
る
請
願
書

　

豊
後
大
野
市
議
会
基
本
条
例
第
17
条

に
基
づ
く
自
由
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
主
な
意
見
で
す
。

意
見　

日
本
を
取
り
巻
く
情
勢
が
変
化

し
て
い
る
中
、
慎
重
に
考
え
た
ほ
う
が

い
い
と
思
う
。
意
見
書
案
の
集
団
的
自

衛
権
行
使
容
認
に
強
く
反
対
し
そ
の
動

き
を
中
止
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
と

い
う
点
に
つ
い
て
は
、
慎
重
な
行
動
と

乖か
い

離り

す
る
の
で
は
な
い
か
。

意
見　

日
本
国
民
を
守
る
、
日
本
の
国

を
守
る
と
い
う
点
で
は
場
合
に
よ
っ
て

は
必
要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
国
民

の
意
見
を
十
分
聞
い
た
上
で
慎
重
に
決

定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
は
継
続
審

査
で
お
願
い
し
た
い
。

意
見　

継
続
審
査
に
し
て
も
早
急
に
決

ま
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
意
見
書
の

文
面
が
変
わ
る
可
能
性
は
な
い
し
、
継

続
に
つ
い
て
の
賛
否
で
は
な
く
、
こ
の

意
見
書
提
出
の
賛
否
に
つ
い
て
今
の
時

点
で
結
論
を
出
し
て
お
く
べ
き
と
思
う
。俚楽の郷（伝承館）

【
そ
の
他
の
付
託
案
件
】

●
豊
後
大
野
市
総
合
計
画
策
定
審
議
会
条

　

例
の
一
部
改
正

●
豊
後
大
野
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

●
請
願
書
（
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

　

求
め
た
国
へ
の
意
見
書
提
出
に
関
す
る

　

請
願
）

私
は
、
そ
の
方
向
性
自
体
は
日
本
の
財

政
状
況
か
ら
す
る
と
仕
方
が
な
い
。
今

さ
ら
大
き
な
政
府
を
維
持
す
る
と
い
う

こ
と
も
無
理
で
あ
る
。
日
本
の
将
来
を

考
え
れ
ば
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
。

賛
成　

教
育
費
は
、
世
界
の
水
準
と
比

較
す
る
と
下
位
に
あ
り
、
や
は
り
国
の

国
庫
負
担
制
度
を
２
分
の
１
に
戻
す
べ

き
で
あ
る
。
ど
こ
に
い
て
も
、
や
は
り

均
等
な
教
育
を
受
け
ら
れ
る
べ
き
だ
。

反
対　

三
位
一
体
改
革
は
地
方
か
ら
要

請
さ
れ
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
し
、
三

位
一
体
改
革
以
後
、
県
や
知
事
が
子
ど

も
た
ち
の
教
育
を
、
都
会
と
比
べ
て
区

別
し
た
と
い
う
事
例
は
な
い
と
思
う
。

反
対　

３
分
の
１
に
減
額
に
な
っ
た
分

は
、
交
付
税
で
措
置
さ
れ
て
い
る
。
交

付
税
で
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
、

こ
れ
の
方
が
よ
い
と
い
う
考
え
も
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
使
途
を
選
べ
る
と

い
う
点
で
あ
り
、
こ
こ
が
非
常
に
重
要

で
は
な
い
か
。

が
あ
り
、
音
響
機
器
は
、
お
お
む
ね
現

在
使
用
可
能
で
あ
る
。
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ

ト
は
、
一
部
巻
き
上
げ
機
械
の
故
障
が

あ
り
、
こ
れ
は
市
で
負
担
と
す
る
。

　

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
は
、
前
指
定
管

理
者
の
道
の
駅
原
尻
の
滝
が
10
台
程
度

所
有
し
て
お
り
、
整
備
は
、
新
た
な
指

定
管
理
者
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

喫
茶
店
の
換
気
扇
、
厨
房
の
排
水
に

つ
い
て
は
、
日
常
の
管
理
と
あ
る
の
で
、

前
管
理
者
で
あ
る
道
の
駅
原
尻
の
滝
に

改
修
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

適
任

同
意

人
事
案
件

任期　自：平成 26 年 10 月 1 日
　　　至：平成 29 年  9 月 30 日

任期　自：平成 26 年  7 月 1 日
　　　至：平成 30 年  6 月 30 日

原
はら

 田
だ

 睦
むつ

 枝
え

 氏
【三重町赤嶺】

生年月日　昭和 28 年  6 月 28 日

赤
あか

 峯
みね

 和
かず

 憲
のり

 氏
【大野町後田】

生年月日　昭和 25 年  5 月 2 日

人権擁護委員候補者の推薦

監査委員の選任

※適任＝市長は法務大臣に人権擁護委員を推薦する際、議会の意見（適任か不適任）を聞いて推薦しなければならない。
※同意＝市長が選任する副市長、監査委員、教育委員会委員など重要な選任については議会の同意が必要である。




